


































章， 173頁。 以下頁数は Classiques Garnier 版 (1962) による)とき， I誓うよ」
je vous le jure とし、う言表が行為遂行的であるということそれ自体が既にこの





































































































4) マリヴェール夫人の視線の重要性を精神分析的見地から特に強制しているのが Pierre Bayard 
である。 Cf. S，)ll1Ij>{οl1Ie dt' SJt'1Idha1 : Armω/((' l'{ 1'111 '('/1 、 Lettrt:'s Mod肝n郎、 1979， p. H? 












先の拙論 (Le r?e de la parole dans Armance)6)で‘も引用したマリヴェール





たり恐れたりするように見えるのだった。J (第 1 章， 7 頁)













獄の責-め苦を読みとるのだった (on y lisait) J (同， 15頁) ; r もっと穏やかな
6) EtUf!c-. ゼル I~川gut' ('f LiUhalul'l' P，・'ll llÇωS('S.、 No. 58, 1991, p. 9:.3. 
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ときにはオクターヴの目は，そこにはない辛-せを夢みているように見えた
(sem blaient) 0 ただ一つの愛するものから大きく隔てられてしまった優しい魂，
といえるだろう (on e皦 dit que ~) oJ (同)
オクターヴが彼の「恐ろしい秘密」をアルマンスに告白しようとして果たせ
ない場面では，当然のように彼の苦しむようすが外側から眺められ，彼の内面
に関する記述はまさしく「ーのように見える J sembler, r ~のようなJ comｭ
me などで不確実化されている: r [. . .]一ーでも君を崇めているって言うこ
の男は，まともな人閉じゃないんだ。こう言ったときオクターヴからうっとり
とした態度が消えたように見えた (sembla) 。突然彼は怒ったように











く滑っていくようにみえる (semblaient) のはたぶん (peut-être) そのせい
だったのだろう J (45頁) ; r彼女も激しく心を動かされうるということを彼女
の自の中に読みとることが不可能ではないこともしばしばあった。 (quelque­













































































7) 拙論 (Le r?e de la parole dans Aml(lIIC1) を参照されたい。
109 
たならアルマンスがこのような皮肉な「同意」を与えるのも当然ということに














8) この同意は[パルムの僧 1I完j でファプリスがクレ 1) アに与えたクレセンチ候爵との結婚の許し
に比すべきものであるかもしれない。なぜならどちらも「相手がたてた普いを車重するj ことが
問題になっており，またどちらも悲劇的結末を準備する役割を果たしているからである。
